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柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果の評価における放射性物質の放出による推定実効線量の取扱いについて 

 

新 旧 

表５ 放射性物質の放出による推定実効線量 

                                                             （単位：mSv/年）  

 実効線量 

気体状放射性物質 － 

液体状放射性物質 0.0000 

合    計 0.0000 

(注)1  放射性物質の放出による推定実効線量は、「発電用軽水型原子炉施設

周辺の線量目標値に対する評価指針」により算出した。  

2  気体状放射性物質の実効線量については、指針で対象となっている全

希ガス及びヨウ素（Ｉ-131、Ｉ-133）の値から算出されるが、全て検

出下限値未満であるため「－」とした。    

3  0.0000 という表記は、小数点以下４桁目までは 0であることが担保で

き、小数点以下５桁目以降に 0 でない数字を含む可能性があることを

示す。 

 

＜参考＞ 

平成〇〇年度において、柏崎刈羽原子力発電所は全号機停止中であり、放射

性気体廃棄物の放出量のうち、検出された放射性物質はトリチウム(H-3)のみ

であった。 

指針では、放射性気体廃棄物のトリチウムは実効線量の評価の対象となって

いないが、それによる実効線量を評価したところ、0.0000mSv/年であった。 

表５ 放射性物質の放出による推定実効線量 

                                                             （単位：mSv/年）  

 実効線量 

気体状放射性物質 － 

液体状放射性物質 0.0000 

合    計 0.0000 

(注) 放射性物質の放出による推定実効線量は、「発電用軽水型原子炉施設周

辺の線量目標値に対する評価指針」により算出した。なお、気体状放射性

物質の実効線量については、指針で対象となっている全希ガス及びヨウ素

（Ｉ-131、Ｉ-133）の値から算出されるが、全て検出下限値未満であるた

め「－」とした。 

 

 

 

 

＜参考＞ 

平成 29 年度において、柏崎刈羽原子力発電所は全号機停止中であり、放射

性気体廃棄物の放出量のうち、検出された放射性物質はトリチウム(H-3)のみ

であった。 

指針では、放射性気体廃棄物のトリチウムは実効線量の評価の対象となって

いないが、それによる実効線量を評価したところ、0.0000mSv/年であった。 

※修正部は赤字下線とした。 
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